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りょうCafé  Zoom （千葉県政報告会）
石川りょうが、皆さまと直接お話しするオンライン県政報告会です。
2月・6月・9月・12月の定例県議会後に開催しています。ご自宅などか
ら、お気軽にご参加ください。

【第１部：県政報告（19時30分～20時15分）】
千葉県政の情報や県議会の動き、石川りょうの議会活動などを、分か
りやすくご報告します。
【第２部：ご質問・意見交換（20時15分～21時）】
千葉県政や船橋市政に関するご質問、ご意見、ご要望をうかがいます。日々の暮らしで感じる疑問や地
域の課題など、皆さまの声をお聞かせください。

参加費無料。途中の入退室も自由です。県政を知りたい方も、質問やご意見のある方も、ぜひご参加く
ださい。開催日時・参加方法は、石川りょう公式ホームページやSNSでご案内します。

千葉県議会議員（船橋市選挙区）

【 Vol.20】
都市型水害に強い千葉県・船橋市へ
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●1980年（昭和55年）11月15日生まれ
●芝山中学校、八千代高校、立教大学法学部卒業
●JICA青年海外協力隊・村落開発普及員（ケニア）
●国連プロジェクトサービス機関（UNOPS）
●英国国立マンチェスター大学大学院修了
●開発コンサルタント会社アイ・シー・ネット（株）
●外務省在スーダン大使館、在南スーダン政府
    連絡事務所（現大使館）二等書記官
●早稲田大学公共経営大学院修了
●船橋市議会議員（2期）
●千葉県議会議員（1期目）

【資格など】
TOEFL(CBT)257点（TOEIC915点相当）、仏語検定3級、
プロジェクトマネジメントスペシャリスト（PMS）、
政策学校「一新塾」32期生、ビール検定2級、
ふなばし市民大学校平成26年度ボランティア学科

千葉新政策議員団

▲ 船橋テクノスクール視察 ▲ フリースクールと意見交換

　毎週水曜日の10時から正午まで、芝山団地商店街のフリース
ペースで千葉県政や船橋市政に関するご質問やご要望等をうか
がいます。事前にご予約いただけます。公務で実施できない場
合があるため、SNSなどで開催予定や状況をご確認ください。 

りょうCafé 芝山団地商店街

■ 相次ぐ大雨が示した課題
　8月の千葉豪雨、その後の台風や長雨と、相次ぐ
大雨が暮らしを脅かしました。千葉豪雨では、県内
ので1時間に100ミリを超える雨が数時間続き、道
路冠水や住宅浸水、交通の寸断が発生しました。
都市型水害における大きな課題が「内水氾濫」で
す。川から水があふれなくても、下水道や側溝で雨
水を排水しきれず、街に水がたまります。河川整備
と街の排水対策を一体で進める必要があります。

■ 千葉県が打ち出した3つの視点
　これらの大雨による被害を受けて、県は、都市型
水害対策の新たなビジョンを公表しました。柱は3
つです。①浸水を「防ぐ」に加え、雨水を受け止めて
「備える」、被害を最小限にして「しのぐ」、交通や生
活機能を「早く戻す」。②適切な避難を前提に、冠
水道路などの危険な場所に入らない・入らせない。
③市町村の境界を越え、川の流域や道路・鉄道の
つながりに沿って連携する。施設整備と安全な行
動を組み合わせる考え方です。

■ 国への緊急要望と千葉県独自の対策
　熊谷知事は国へ緊急要望も提出しました。新た
な大規模地下貯留施設の建設、アンダーパスへの
遮断機設置、被災車両の撤去・保管への支援など
を求めました。地下貯留施設の場所や規模は未定
で、船橋での整備が決まったものではありません。
　9月定例県議会では、千葉豪雨への対応として一
般会計73億9,600万円の追加補正予算が可決され
ました。国の支援制度の対象外となる全壊世帯な

どへの県独自の支援、小規模事業者の再建支援、
道路・河川などの復旧を盛り込んでいます。
　次の被害を防ぐため、県管理道路のアンダーパ
ス全24か所への車両進入防止設備（船橋市内には
津田沼アンダーパスなど3か所）に3億6,000万円、
浸水のシミュレーションによる対策効果の検証な
どに2億円を計上しました。県は、さらに必要な対
策を12月補正予算等で検討する方針です。

■ 船橋で必要なこと、私の取組
　船橋では、海老川の河川改修・調節池整備に加
え、下水道や雨水貯留施設、排水ポンプの能力・停
電対策を組み合わせることが重要。冠水危険箇所
の情報提供と早期の通行止め、駅周辺の一時滞在
場所の確保、マンションの電気・給水設備の浸水対
策も欠かせません。浸水の原因を検証し、危険度
の高い地域や病院・学校などを優先すべきです。
　私も県議会で、予算がいつ、どの対策に使われ、
同じ規模の雨で浸水被害をどれだけ減らせるのか
効果を数字で検証するよう求めていきます。現場と
データの両面から、次の豪雨への備えにつなげて
まいります。
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　大雨の朝、休校の知らせが午前7時では、仕事や
子どもの預け先の調整が間に合わない。船橋市の
保護者の方々から寄せられた切実な声です。現在、
市立小中学校は午前6時に大雨警報などが出てい
れば自宅待機、午前7時にも続いていれば休校と
なります。子どもの安全を守りながら、家庭が早く
見通しを持てる仕組みが必要です。各家庭への確
実な周知も大切です。
　私は市教委に改善を提言し、佐藤つぐみ市議と
連携して見直しを求めてきました。佐藤市議の9月
議会での質疑に対し、市教委は、現在の判断が登
校する時間に間に合っていない状況を認め、「判断
のタイミング等も含めて、基準の見直しについて検
討していく」と答弁。さらに、私への正式回答でも、
保護者の負担軽減のため、より早いタイミングでの
判断の必要性を感じていると明記しました。
　市民の声を届け続けたことで、市教委が見直し
の検討に踏み出したことは大きな前進です。前日
の休校決定後に天候が回復する場合など、仕事を
休めない家庭への配慮も必要です。具体的な判断
時刻や基準の変更はこれからですが、近隣市の対

応や学校現場の課題も踏まえ、実効性のある改善
につながるよう働きかけます。

　休校が決まった後の学びも課題です。9月30日の
県議会文教常任委員会で私が質問したところ、9月
7日の大雨で休校した県立学校149校のうち、県教
委がオンラインを活用した学習を確認できたのは
わずか7校、約4.7％でした。県教委も、学校間で取
り組みに差があるという課題を認め、今後は、指導
主事の助言や好事例の周知を進めると答弁しまし
た。各校の実施状況と、対応できなかった理由を把
握し、適切な支援につなげることが重要です。
　学習支援は、全員が同じ時間に参加するオンラ
イン授業だけではありません。災害時には、教職員
による校舎や学区の安全点検などの対応も必要で
す。事前の課題配信や端末の持ち帰り、紙の教材の
準備など、平時の備えが役立ちます。
　私は県教委に、学校ごとの課題に応じた支援と、
学習継続の数値目標・達成期限を求めました。教
材の共有や自宅からの接続確認、技術面の支援な
ど、各学校が実行できる環境を県が整えることが必
要です。今年度末を目途とする県の計画改定にも
反映するよう要望しています。計画の内容と学校現
場での実施状況を、引き続き確認していきます。

　大雨のたびに心配になる、海老川の水位や周辺
道路の冠水。8月の千葉豪雨を受け、私は連携する
船橋市議会議員の皆さんと「海老川調節池」の整
備現場を視察しました。
　調節池は、大雨で増えた川の水を一時的に貯め
て下流へ流れる水のピークを抑える施設です。計
画容量は約55万㎥。海老川沿いの住宅や船橋の中
心市街地を洪水から守る、大きな水の受け皿です。
　視察した掘削区域では、川の水を取り込む施設
が未完成で、本来の洪水調節機能を十分に発揮で
きる段階にはありませんでした。一方、豪雨時に掘
削区域に雨水がたまったことは確認できましたが、
その量は把握されていませんでした。
　そこで私は、安全性を確認した上で、工事の途中
から段階的に洪水を受け止める方法を検討できな
いか県に提案しました。掘削の加速も求め、完成ま
での間にも治水効果を高めていくことが重要です。

　効果の検証も欠かせません。「今回の雨で何㎥
を貯めたのか」「完成していたら海老川の水位は何
センチ下がったのか」。市民の皆さんの安全がどれ
だけ高まるかを数字で示すよう求めていきます。
　また、道路冠水には、下水道や側溝で雨水を排
水しきれない「内水氾濫」も関わります。県の河川
整備と市の下水道・道路排水対策を組み合わせ、
地域全体で備える必要があります。豪雨の教訓を
次の雨への備えに。現場とデータを確認しながら、
海老川調節池の早期整備と、船橋の浸水被害を減
らす対策に引き続き取り組みます。

　「秋満月」「チーバベリー」「Qなっつ」「粒すけ」。
皆さんは、いくつ食べたことがありますか。どれも、
千葉県が長い年月をかけて開発したオリジナル品
種です。おいしさに加え、病気への強さや収穫量、
栽培のしやすさなども考えて育成されています。
　大きく甘い梨の秋満月、果汁たっぷりのイチゴ・
チーバベリー、はっきりした甘みの落花生・Qなっ
つ、大粒のお米・粒すけ。粒すけの開発には13年、
Qなっつには約20年を要しました。ちなみにQなっ
つの名前には、ピーナッツの「P」を超えるおいしさ
を、次の文字「Q」で表す意味が込められています。
　ところが、魅力があっても、身近なお店で買える
とは限りません。秋満月は生産量が限られ、販売は
生産者の直売が中心です。税金と時間をかけた研
究成果を、どう県民の食卓につなげるか。私は県議
会の代表質問で取り上げました。
　県は、消費者へのPRと生産者への栽培支援を両

輪で進めると答弁しました。そこで私は、苗木や設
備、品種転換への支援、種や苗の安定供給、品質を
守る技術指導、道の駅やスーパーなどでの販路確
保を一体で進めるよう提言しました。
　成果は、PRイベントの回数だけでは測れない。
作付面積や生産量、取扱店舗数、販売額がどれだ
け増えたかを数字で確かめることが必要です。
　目指すのは、旬になれば船橋の身近なお店にも
県産品が並び、生産者の所得向上につながること。
千葉生まれのおいしさを、もっと皆さんの食卓へ。
開発から販売までの取組を、引き続き県議会で確
認してまいります。
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「開発したのに買えない」をなくす

　私が県議選の公約に掲げ、一般質問や代表質問
などの機会に繰り返し必要性を訴えてきた「船取線
の4車線化」が、千葉県の将来戦略に明記されまし
た。公約の実現に向けた大きな前進です。
　朝夕の船取線。駿河台、芝山団地入口、吹上、金
杉十字路などで、なかなか進まない車列に悩まさ
れる方は多いと思います。通勤や買い物に時間が
かかり、路線バスも遅れる。抜け道に車が流れれば
住宅街や通学路の安全にも影響します。
　背景にあるのは、船橋の南北を結ぶ幹線道路の
不足です。限られた道路に交通が集中する構造を
変えるため、私は船取線の4車線化を道路政策の
柱として主張してきました。
　今回、県は「限られた南北軸の強化」として、船取
線の4車線化を明示し、こうした取組を強力に推進
する方針を示しました。私が訴え続けてきた必要
性が県の方針にも明確に位置づけられたことを、
高く評価しています。
　さらに県は「千葉県北西部渋滞対策会議」の設
置を発表。船取線や国道464号を中心とする地域
を重点渋滞エリアとし、国・県・船橋市などが連携し
て対策を検討します。走行速度などのデータを使

い、信号調整や既存用地内の拡幅といった短期対
策も進める方針です。県も、船取線の渋滞改善に本
腰を入れたと受け止めています。
　4車線化の具体的な対象区間や着工時期は、今
後の検討課題です。私は今後も、整備区間、調査、
用地確保、予算、事業化の見通しを県議会で確認し
着実な前進を求めてまいります。

市立学校の休校判断の見直しへ前進船取線4車線化に向けて大きく前進！

千葉県事業「海老川調節池」を視察

大沢ひろゆき市議

斉藤和夫市議

今仲きいこ市議

馬込十字路

駿河台交差点


	第20号表面
	第20号裏面

